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策
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四
巻
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玉
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四
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八
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入
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三

所
得
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の
地
方
別
研
究

(
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・
完
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汐

見

三

郎

我
が
国
民
所
得
の
構
成

分
エ
丁
が
各
地
方
に
於
て
種

々
其
趣
を
異
に
し
て
み
る
事
は
、
前
述
の
通
り
で
め
る
。
国

民
所
得

の
構
成
要
素

に
差
別
あ
る
事
は
、
軈
て
我
が
国
民
経
済
に
地
方
的
色
彩
の
存
す

る
事
を
推
察
せ
し
む
る
の

で
あ
る
。
國
氏
輕
濟
が
地
方
に
よ
り
其
特
色
を
異
に
す
る
以
上
、
或
は
国
民
所
得
の
分
配
状
態

に
も
地
方
的
色
彩

り

が
窺
ひ
得

る
か
も
知
れ
な

い
。
以
下
、
我
が
国
民
所
得
の
資
配
歌
態
を
地
方
別

に
研
究
す
る
。

一

国
民
所
得
の
分
配
状
態

国
民
所
得
の
分
配
状
態
を
研
究
す

る
に
當

っ
て
は
、
其
時
其
所

に
最
も
適
懸
す
る
方
法
を
澤
ば
ね
ば
な
ら
漁
。

最
近
十
鯨
年
間

の
我
が
國
艮
所
得
の
分
離
状
態
を
研
究
す

る
爲
め
に
は
、
第
三
種
所
得
税
の
課
税
物
件
た
る
第
三

種
所
得

の
分
配
統
計
を
利
用
す
る
の
が
通
當
な
る
方
法
で
あ
る
、
從
っ
て
主
税
局
統
計
年
報
書
の
数
字
を
其
根
本

材
料

ピ
す
る
事
が
出
家
る
。5
明
治
四
十
二
年
乃
至
大
正
八
年
の
過
去
十

一
年
間

に
税
法
の
改
正
再
三
行
は
れ
、
.
從

っ
て
國
民
所
得

の
分
配
状
態
を
示
す

べ
き
第
三
種
所
得
税
の
累
…進
階
段

に
も
多
少
攣
化

が
あ

っ
た
。
我
国
を
{果
京

5)主 税 局三十六 一 四十六 回統計年報 書、所得税 表具三具 四

.
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大
年
二
年
、
大
正
七
年
の
二
回
に
於
て
課
税
最
低
限
の
引
上
あ
り
し
爲
め
、
納
移
戸
敷
の
合
計
は
増
減
常
な
ら

す

、
極
め
て
不
規
則
の
獲
達
を
示
し
て
み
る
。
熱
れ
ざ
も
、
大
正
八
年

の
納
税
戸
数
を
十

一
年
前

の
明
治
四
十
二

年
の
敷
字
に
比
較
す
る
ざ
、
各
地
方
共

に
何
れ
も
増
加
し
て
み
る
。
課
挽
最
低
限
引
上
の
事
あ
り
し
に
拘
ら
す
此

現
象
あ
る
は
、
國
民
所
得
の
分
配
に
興

る
絡
戸
敷
が
實
際
上
可
な
う
顯
著
な
る
獲
達
を
遂
げ
し
事
を
賞
讃
し
て
み

る
の
で
な
か
ら
う
か
。

二

達

観

的

槻

察

・

我
が
国
民
所
得
の
分
配
状
態
が
逐
年
攣
化
の
跡
を
示
し
て
み
る
事
は
、
第
三
種
所
得
税
統
計
よ
り
之
を
明
に
す

る
事
が
出
来
る
。
果

し
て
我
国
の
各
地
方
が
現
在
凡
て
同

一
の
分
配
状
態
に
在

る
の
で
あ
ら
う

か
、
天
真
分
配
状

態
の
憂
化
が
各
地
方
何
れ
も
同

一
方
向
を
辿

っ
て
み
る
の
で
あ
ら
う
か
。
此
問
題
を
解
決
す
る
爲
め
に
は
、
絶
対

額
を
羅
列
し
た
る
第
四
表
の
み
で
は
満
足
す
る
事
が
田
楽
な
い
、
更
に
各
地
方

の
所
得
戸
数
が
全
国
の
所
得
戸
数

に
占
む
る
割
合
を
算
出

せ
ね
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
而
し
て
軍
に
第
三
種
所
得
を
受
く
る
総
戸
敷

の
地
方
的
分
布

を
明
に
す

る
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
各
地
方
の
各
所
得
階
段
の
戸
敷
が
全
図
の
所
得
戸
敷
に
青
む
る
割
合
を

調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。

網
戸
敷
及
び
各
所
得
階
級
の
戸
数
に
っ
き
、
各
地
方
が
全
國
に
糊
し
青
む
る
所

の
割
合
を
算
定
し
た
の
が
、
第

五
表
で
あ
る
。
視
法
の
改
正
あ
り
し
爲
め
に
所
得
階
段

の
間
隔
に

一
致
を
敏
.い
て
る
る
所
が
あ
っ
た
が
、
此
部
分
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第
五
表
を
材
料
円
し
て
種
々
の
考
察
を
試
み
る
事
が
出
來
る
。
蓋
し
、
各
地
方
の
所
得
戸
敷
合
計
及
び
各
所
得

階
段
に
厨
す

る
戸
敷
が
全
國

に
射
し
て
占
む
る
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
に
は
可
な
り
の
攣
動
が
あ
る
か
ら
で
め
る
。

　

　

む

　

　

　

先

づ
所
得
戸

数
A
口
計

に
就

て
見

る
。

明
治

四
+
二

年

よ
り
大
正
八
年

に
至
る
+

一
年
間

、
大
禮

に
於

て
東
京

、

大
阪
、
名
古
.屋

、
熊
本

、
廣
島
、
仙
毫

、
札
幌
、
丸

塾

ε
云

ふ
順
序

に
な

っ
て

み
る
。
大

正
八
年

に
最
高

の
割
合

を
占

め
て
み

る
の
は
東

京

で
あ

っ
て
二
割
四

分
、
之

を
最

低

の
四

分
足
ら
す

の
丸
編

ご
比
較
す

る
ε
、
前
者

は
後

者

の
六
倍
半

に
上

っ
て
み
る
。
戦
前

大
正
四
年

に
於

け

る
最
高
最
低

の
上
下
の
幅
五
倍
半

に
比
し
、
多
少
増

加
し

論

叢

残
が
國
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(二
・完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

八
三
)

入
三
七

`
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論

叢

我
が
国

民
所
得

の
地
方
別
研
究
(
二
・完
)

第
+
四
塩

(第
五
號

八
四
)

八
三
八

て

る

る

。

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

五
百
圓
乃
至
千
圓
の
階
段
も
、
所
得
戸
敷
合
計
ε
同
じ
様
な
傾
向
を
有
し
て
み
る
。
只
注
意
す

ぺ、
き
は
明
治
四

十
二
年

に
大
阪
、
東
京
、
名
古
屋
、
熊
本
、
鷹
島
、
仙
塁
、
丸
緬

、
札
幌
の
順
序
な
り
し
も
の
が
、
大
正
四
年

に

東
京
ご
大
阪
ε
が
代
位
し
、
更
に
戦
争
後
大
正
八
年

に
於
て
は
泥
龜
ご
札
幌

ご
が
入
れ
代
り
、
結
局
東
京
、
大
阪

名
古
屋
、
熊
本
、
廣
島
、
仙
塁
、
札
幌
、
丸
轟
ε
攣

つ
セ
事
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
於
て
見

る
に
、
最
高
二
二
七

%
を
東
京
が
占
め
、
最
低
三
五
%

の
泥
龜

の
六
倍
孚
に
當

る
。
大
正
四
年
に
は
、
東
京
は
札
幌

の
六
倍
弱
で
あ

っ

、

だ

。　

　

　

　

コ

　

　

千
圓
乃
至
二
千
圓

に
就

て
は
、
明
治
四
十
二
年
及

び
大
正
四
年

の
両
年
度
共
に
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
熊

本
、
廣
島
、
仙
藁
、
丸
墾
、
札
幌
の
順
で
あ
っ
た
。
其
後
大
正
八
年
に
は
仙
毫
が
第
五
位
、
鷹
島
が
第
六
位
に
攣

っ
て
み
る
。
而
し
て
東
京
は
札
幌

の
七
倍
で
あ
る
。
大
正
四
年

の
七
倍
半
強
に
比
す

る
ε
、
上
下

の
幅
が
少
し
狭

、

ま

っ
て

み

る

。

　

の

コ

　

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

.

二
千
圓
乃
至
三
千
圓
の
所
得
戸
敷

に
わ
り
て
は
、
明
治
四
十
二
年
及
び
大
正
四
年
共
に
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

熊
本
、
鷹
島
、
仙
壷
、
丸
亀
、
札
幌
の
順
序

な
り
し
も
の
が
、
大
正
八
年

に
至
b
仙
豪
ご
廣
島
ご
が
位
置
を
代

へ

て
る
る
。
大
正
四
年
に
於

て
も
大
正
八
年

に
於
て
も
東
京
は
札
幌

の
八
倍
半
以
上
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
千
圓
以
上
五
千
圖
以
下
の
階
段

に
て
は
、
明
治
四
十
二
年
に
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
熊
本
、
廣
島
、
仙
皇

.

'



少

〆

喝

丸
鶉
、
札
幌
な
り
し
も
の
が
、
大
正
四
年
、
大
正
八
年
に
は
鷹
島

ε
仙
憂
ご
が
入
れ
代

っ
て
み
る
。
大
正
四
年
に

は
東
京
は
札
幌
の
藪
字
の
約
八
倍
半
で
あ

っ
た
が
、
大
正
八
年
に
至
り
約
九
倍
に
増
加
し
て
み
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次
に
五
千
圓
乃
至

一
萬
圓
の
所
得
戸
撒
を
見
る
に
、
明
治
四
十
二
年
、
大
正
四
年
、
大
正
七
年

の
何
れ
に
て
も

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
熊
本
、
仙
毫
、
廣
島
、
丸
鶉
、
札
幌
の
順
序
で
あ
る
。
上
下
の
幅
が
大
正
四
年
に
九
倍

以
下
な
り
し
も

の
が
大
正
八
年
に
は
九
倍
以
上
ご
な

っ
て
み
る
。

　

　

の

　

　

り

　

り

　

　

　

　

　

　

の

　

更
に

}
萬
圓
乃
至

一
萬
五
千
圓

の
所
得
階
段
を
見

る
。
明
治
四
十
二
年
、
大
正
四
年
ε
大
正
八
年
ε
の
問
に
、

從
來
第

一
位
の
東
京
が
第

二
位
に
下
が
り
、
第
二
位
な
り
し
大
阪
が
第

一
位
を
占

め
て
み
る
コ
叉
大
正
四
年
に
七

倍
張
な
り
し
上
下
の
間
隔

は
大
正
入
牢
に
は
方
倍
張
に
増
し
て
み
る
。
.
一
舐
f
ヂ
趾
濯
望
ゴ
認
認
に
て
は
攣
化
の

著
し
き
も
の
が
あ
る
。
明
治
四
十
二
年

の
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
熊
本
、
仙
豪
、
廣
島

、
丸
麺
、
札
幌

の
順
序

が
大
正
四
年
に
は
東
京
、
大
阪
、
仙
毫
、
名
古
屋
、
熊
本
、
鷹
島
、
丸
亀
、
札
幌
ε
攣
じ
、
更

に
大
正
入
牢
に
は

大
阪
、
東
颪
、
熊
本
、
名
古
屋
、
仙
憂

、
鷹
島
、丸
難
、
札
幌
ざ
鍵

つ
た
事
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
大
正
四

コ

　

　

　

コ

　

　

　

　

　

　

　

年

に
は
九
倍

半
な
り

し
幅

が
大

正
入
牢

に
は
九
倍
弱

ε
な

っ
て
み
る
。

更

に
二
萬
圓

乃
至
三
萬
圓
所
得
戸
敷

を
調

べ
る
。

明
治

四
十

二
年

に
は
東

京
、
大
阪

、
名
古
屋

、
廣
島
、
仙
亟
、
熊
本

、
札
幌

、
丸
亀

な
り
し
も

の
が
、
大

正
四
年

に
は
東
京

、
大
阪
、
名

古
屋

、
熊
本

、
仙
蔓

、
廣

島
、
丸
畿

、
札
幌

ご
な
り

、
大
正
八
年

に
は
大
阪

ξ
東

京

ξ
が
位
置
を
代

へ
て

る
る
。

大
正

四
年

に
東

京

が
札
幌

の
七

倍
半
な

り
し
も
の
が
、
大

正
八

年

に
は
大
阪

が
札

論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
〔二
・完
げ

第
十
四
巻

〔第
五
號

八
五
)

八
二
九

O

、



喚

論

叢

我
が
国

民
所
得

の
地
方
別
研
究
(
二
・
完
)

第
+
四
巻

〔第
五
號

八
六
)

八
四
〇

幌

の

十

一
倍

以

上

に

増

加

し

て

み

る

。

　

　

　

　

　

り

む

り

の

　

　

　

り

・三
萬
圓
乃
至
五
萬
圓
の
期
待
戸
敷
は
明
治
四
十
二
年
に
大
阪
、
東
京
、
名
古
屋
、
熊
本
、
廣
島
、
丸
塾
、
札
幌

仙
毫
、
大
正
四
年
に
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
熊
本
、
鷹
島
、
丸
轟
、
仙
壷
、
札
幌
、
大
正
八
年

に
は
大
阪
、

東
京
、
名
古
屋
、
熊
本
、
仙
墓
、
廣
島
、
札
幌
、
丸
鶉
の
順
序
で
あ
る
。
大
正
四
年
の
高
低
の
幅

二
十

　
倍
に
北

　

り

　

　

　

　

む

り

　

　

の

　

り

　

の

し
大
正
八
年
は
十
八
倍
強
で
あ
る
。
更

に
五
萬
圓
以
上
十
萬
圓
以
下
の
所
得
戸
敷
を
見

る
。
四
十
二
年
ば
東
京
、

大
阪
、
名
質
屋
、
熊
本
、
鷹
島
、
仙
墓
の
順
序
な
り
し
が
、
大
正
四
年
に
は
札
幌
、
丸
轟
が
加
は
b
、
大
正
八
年

に
は
大
阪
ξ
東
京
ε
が
入
れ
代

っ
て
み
る
。
大
正
四
年

の
上
下
の
幅
二
十
三
倍

に
謝
し
大
正
八
年
は
二
十
五
倍

で

り

む

り

　

ゆ

の

り

　

　

　

あ
る
。
最
後
に
十
萬
圓
以
上
の
所
得
戸
敷
に
於

て
は
、
明
治
四
十
二
年

に
名
古
屋
、
東
京
、
大
阪
、
鷹
島
、
仙
蔓

札
幌
、
大
正
四
年
に
は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
廣
島
、
札
幌
ε
な
り
、
大
正
八
年
に
は
大
阪
、
東
京
、
名
古
屋

熊
本
、
鷹
島
、
丸
鵬
、
仙
憂
、
札
幌
の
順
序
で
あ
る
。
大
正
八
年
め
最
大
の
割
合
は
大
阪
の
四
二
緬

に
し
て
、
か

の
丸
猶

の
八
%
に
比
す
れ
ば
、
{貫
に
五
十
三
倍

で
あ
る
。

以
上
、
我
が
国
民
所
得

の
身
配
状
態
を
各
地
方
に
就
き
蓮
槻
的
に
観
察
し
た
。
大
禮

か
ら
云

っ
て
、
世
界
戦
争

以
前

に
は
攣
化
少
く
、
世
界
大
戦

以
後
は
攣
化
が
多
く
な

つ
セ
様
で
あ
る
。
こ
れ
、
各
地
方
の
数
字
の
企
國
に
謝

し
て
占

む
る
割
合
が
、
戦
前

に
於
て
は
殆
ん
ご

一
定
せ
る
に
拘
ら
ず
、
戦
争
を
中
心

ご
し
て
非
常

に
動
揺
し
た
か

ら
で
あ
る
。
更

に
、
最
高
の
割
合
を
青

む
る
地
方
ご
最
低
の
割
合
の
地
方
ε
の
上
下
の
幅
を
考

ふ
る
に
、
興
味
の

■

■



、

四 三 二 四 四 四 四
五 四 三 二

年 隼 年 年 年 年 年

ムぬ

論 嚢 奎 書 蠧 壼iミ 套%高1

深
き
も
の
が
あ
る
。
上
下
の
幅
が
戦
前
よ
り
も
寧

ろ
戦
後

に
大
蓬
な
り
し
事
は
、
地
方
的
色
彩
が
分
配
釈
態

の
上

に
濃
厚

ざ
な

っ
た
事
を
示
す
の
で
あ
る
.
叉
所
得
階
段
の
金
額
を
増
す

に
俘

ひ
幅
が
増
大
し
て
み
る
事
は
、
地
方

的
色
彩
が
小
所
得
階
段
に
少
く
大
所
得
階
段

に
影
郷
音
著
し
き
事
を
謹
明
す

る
も
の
で
め
る
。

「
邑

箇

別

的

親

察

前
項
は
、
各
所
得
階
段
を
主

ご
し
各
地
方
を
從

ε
し
て
我
が
国
民
所
得

の
分
配
状
態
を
研
究
し
セ
る
全
般
的
.観

.

察
で
め

っ
た
。
更
に
進
ん
で
、
各
地
方
に
つ
き
箇
別
的
研
究
を
施
し
、
以
て
.各
所
得
階
段
の
内
容
を
明

に
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
東
京
、
大
阪
、
札
幌
、
仙
垂
、
名
古
屋
、
廣
島
、
丸
轟
、
熊
本

の
八
地
方

に
就
き
、
各
所
得
階
段

に
翳

す
る
戸
敷
が
白
む
る
割
合
を
算
定
す

.る
ε
、
次
の
表
を
得
る
事
が
出
來

る
。
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第

六
表

の
数
字

の
中

、
大
正
八
年

に
罵
す

る
も
の

を
揮

び
出
す

ε
、
次

の
如

き
特

色
を
有

し
て

み
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
百
圓
乃

至
千
圓

の
階
段

に
て
は
、
札
幌

、
鷹

島

、
名

古
屋

、
能
…本

、
仙
毫

、
丸

麺
、
東
京
、
大
阪

の
順
序

で

論

叢

我
が
國
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(二
・完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

八
九
・)

八
四
三

.



,

論

叢

我
が
國
民
所
得

の
地
方
別
研
究

〔二
・完
)

第
+
四
巻

(篤
五
號

九
〇
)

入
四
四

　

　

り

　

　

　

　

　

あ
る
。
之
に
反
し
千
圓
乃
至
二
千
圓
級
で
は
大
阪
、
東
京
、
丸
醜
、
仙
塁
、
名
古
屋
、
熊
本
、
農
高
、
札
幌

ε
な

っ
て
み
る
。
両
者
は
恰
も
正
反
封

の
方
向
に
走

っ
て
み
る
の
で
め
る
。
五
百
圓
乃
至
二
千
圓

の
所
得
階
段

に
重
,心

を
盈
い
て
る
る
事
徽
各
地
方
に
共
遙
の
現
象
で
あ
る
が
、
或
者
は
五
百
圓
に
近
(
或
者
は
五
百
圖
よ
り
遠
く
離
れ

て
其
中
心
黙
を
有
し
て
み
る
。

こ
れ
此
差
異
を
生
せ
し
所
以
で
あ
る
。

　

の

り

ロ

　

　

　

　

　

二
千

圓
乃

至
三
千
圓

級

に
て
は
東
京

、
大
阪
、
丸

轟

、
仙
塁

、
能
…本

、
鷹
島
、
名

古
屋
、
札
幌

の
順
序

を

ε
b
、

の

　

　

　

の

り

リ

ロ

　

　

　

　

　

　

ロ

　

り

　

三
千
圓
乃
至
五
千
圓
級
も
亦

同
様

で
あ

る
。
五

千
圓

乃
至

一
萬
圓
級

に
て
は
、
大
阪

、
東

京

、
凡
轟

、
仙
垂

、
熊

本
、
廣
島
、
名
古
屋

、
札
幌

ピ
な

っ
て
み
る
。
此

等

の
所
得
階
}段

に
於

て
は

、
各
地

方
は
大
鵤

同

じ
歌
態

に
在

る

ξ
云

ふ
事

が
出
家

る
o

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

次
に

一
萬
圓
乃
至

一
萬
五
千
圓
の
所
得
戸
敷
は
大
阪
、
束
厭
、
仙
塁
、
丸
竈
、
熊
本
、
名
古
屋
、
札
幌
、
厳
島

　

　

　

　

　

　

　

コ

　

り

　

　

　

コ

　

　

　

一
萬
五
千
圓
乃
至
二
萬
圓
は
大
阪
、
東
京
、
仙
壷
、
丸
翻
、
熊
本
、
廣
島
、
札
幌
、
名
古
屋
、
二
萬
圓
乃
至
三
萬

　圓

は
大
阪

、
東

京
、
仙

塁

、
熊
本

、
丸
罐

、
廣
島
、

札
幌

、
名

古
屋

の
順

で
あ
る
。

　

　

の

　

　

　

　

　

コ

　

　

　

　

　

三
萬

圓
以
上
五
萬

圓
以

下
に
て
は
大

阪
、
東

窟

、
仙
塁

、
札
幌

、
熊

本

、
名
古
屋

、
丸
緬

、
廣
島

、
五
萬
圓

乃

　

コ

　

ロ

至
十
萬

圓

に
て
は
大
阪
、
東
京

、
札
幌

、
名
古
屋

、
熊
本

、
仙

憂

、
丸

醜

、
廣
島

ざ
な

っ
て
み

る
。

以

L⊥
の
一数
字
.に
現
は

れ
た
る
最
も
顯
締着
な

る
特

色

は
、
五
百
圓
乃

至
千
回
国階
段

が
全
騰

に
青
む

る
割
　合

に
於

て

は
東

京
、

大
阪
が
最
終

に
位
し
、
其
他

の
所
得
階
段

に
て

は
東

京

、
大
阪

が
第

一
位
叉
は
第

二
位

を
占

め
て
み
る

.

、

、

■



.

事
で
あ
る
。
此
事
實
は
」
東
京
蓬
大
阪

`
の
二
地
方
が
特

に
他
地
方
ε
異
な
る
所

の
分
配
状
態
を
有
す
る
事
を
示

-し
て
み
る
。
故

に
東
京
、
.大
阪
の
型
ご
其
他
の
地
方
の
型
ε
を
、
我
が
國
筏
所
得
の
分
配
歌
態
に
就
て
分

つ
も
、

決
し
て
不
自
然

ε
は
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
大
阪

ε
東
京
ξ
の
.両
者
を
比
較
す
る
に
、
所
得
金
額
が
大
こ

な
る
に
從
ひ
大
阪
が
東
京
を
凌
駕
し
て
み
る
。
看
過
し
難
き
事
實
で
あ
る
。

分
配
状
態
の
研
究
を
推

し
進
め
　、
行
く
ε
、
結
局
貧
富

の
懸
隔
の
坂

の
問
題
に
蹄
着
す
る
。余
は
貧
富

の
懸
隔
の

坂
を
調
査
す
る
目
的
よ
り
し
て
、
守
「Φ
ε

線
の
計
算
を
各
地
方
毎

に
試
み
た
の
で
あ
る
。第
七
表
が
こ
れ
で
あ
底
。
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に
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て
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地
方
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貧

富
懸

隔

の
坂
を
調

べ
て
見

る
。

明
治
四
十

二
年

よ
り
大

正
三
四
年
前

後
迄
各
地

方
共

に

収
に
は
大

し
た
憂
化

が
無

か

っ
た

の
で
あ
る
。

然

る

に
世
界
大
戦

に
入

る
に
及

び
、
或
地

方

に
は

可
な

り

の
大
墾

化

が
生

じ
て
き
た
。
例

へ
ば
、
大
阪

に
て
見

る
に
.戦

前

に
て
は

一
。
八
前

後

の
万
が
職
孚

の
結
果

一
.
四

ε
な
り
、

東

京

に
て
も

一
・
八
璽

の
『
が

　
・
五

に
攣

化

せ

る
が
如

き
、
注
目
す

べ
き
事
實

で
あ

る
。
而

し
て
其
他

の
地
方

に

は

、
か

玉
る
大
攣

化
を
見
受

け
な

か

っ
花
。
弦

に
も

東
京
、
大
阪

の
型

巴
他

の
型

ご
を
嘔
刑
す

る
事

が
出
来

る
。

試

に
大
正
三
年

ε
大
正
七
年

`
の
両
年

度
の

膨
震
醇
o

線

を
引

く

く

東
京

、
大
阪

の
型

ご
他

の
地

方

の
型

芭

が
明
瞭

に
現
れ

る
。
國
扱
所

得

の
構
成

分
子

の
場
合

ご
同
じ

く
、
大
阪

ε
仙
豪

こ
の
両
地
方

を
揮

ぴ
、
封
撒
国

表

尭
る
第

二
国
表

を
作
製

し
π
の
で
あ

る
。

■
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「一「「一丁一一「一一噸「一一 「 一.『[r.i...,}.一

手

戸

毎
戸

争

戸

　

一
」

ー

ユ
…

、
一

「一

一万
芦

上
十
戸

手
戸

#
窃
ア

ー百
ノ

葦

ア

、

一夫

第

十飼

盗

罵
驚
至

,
薫

以
卜
「

ハ

「
二
項

弦

r
'属

窯

工
算
衷

虹

三
面

全

「鐘三
角

隻

「　古
竺[缶

竺

七
窃
畏

盈

琶

ム

習
円
坐

冨
ノ

論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究

〔二
・完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

九
三
)

八
四
七

の



、
.

論

叢

,我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(二
・完
)

第
+
四
巻

(第
五
號

九
四
)

八
四
八

大
正
三
年
は
職
前

の
或
年
で
あ
る
、
大
正
七
年
は
戦
後

に
蝸
し
て
み
る
。
戦
前

に
於
て
は
、
戸
数
の
桁
こ
そ
違

っ
て
は
み
た
が
、
大
阪
、
仙
藁
共

に
殆
ん
ご
同
じ
坂
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
、
然
る
に
戦
後
に
及
ん
で
は
大
阪
型

ε
仙
垂
型
ε
の
問

に
非
常
の
開
き
を
生
じ
た
、
何
故

で
あ
ら
う
か
。
戦
争
を
中

一6
こ
し
て
所
得
戸
敷
を
増
し
た
事

は
、
両
者
に
共
通
し
た
る
現
象
で
あ
る
。
而
し
て
仙
壷

に
て
は
各
所
得
階
段
の
戸
撒
が
満
遍
な
く
増
加
し
て
み
る

の
に
、
大
阪
に
て
は
大
所
得
階
段
の
戸
敷
が
特

に
著

し
く
増
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
其
結
果
、
仙
塁
の
貧
富
懸
隔

の
坂
が
藤
態
を
維
持

せ
る
間
.に
大
阪

の
貧
富
懸
隔
の
坂
に
愛
化
を
来
た
し
、
藪

に
異
常
の
開
き
を
生
す

る
事
ε
な

っ
た
。
大
正
三
年
に
殆
ん
ご
同
様
な
り
し
両
者
の
α
が
、

大
正
七
年
に
は
大
阪

に
於
て
大
攣
化
を
來
た
し
セ
の
で

あ
る
。

一
方
は
静
、
地
方
は
動
、
而
し
て
攣
化
の
著
し
き
は
大
阪
型
に
し
て
、
攣
化
の
少
き
は
仙
毫
型
で
あ
る
。

第

四

我

が

國

民

所

得

の
地

方

的

色

彩

以
上
、
我
が
国
民
所
得
を
、
其
構
成
分
子
及

び
分
配
状
態
の
両
方
面
に
就
き
、
地
方
別
に
研
究
し
た
の
で
あ
る

關
東
地
方
の
東
京
、
近
畿
地
方
の
大
阪
、
北
海
道
地
方
の
札
幌
、
東
北
地
方
の
仙
毫
、
、
本
州
中
部
地
方
の
名
古
屋

中
国
地
方
の
鷹
島
、
四
国
地
方
の
丸
塾
、
九
州
地
方
の
熊
本

の
各
税
務
監
督
帰
管
轄
匠
域
に
就
て
見

る
に
、
此
等
諸

地
方
は
そ
れ
ぞ
れ
地
方
的
特
色
を
有
し
、
其
特
色
は
實

に
国
民
所
得
の
上
に
も
現
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
我
が

国
民
所
得
が
か
く
地
方
的
特
色
を
有
し
て
み
る
以
上
は
、
我
が
国
民
所
得
を
研
究
す
る
に
當
り
て
も
、
決
し
て
地



・

.

方
的
色

彩
を
無

視
す

る
事

は
出

来
な

い
の
で
め

る
。

≦

9αq
莞
『
は
嘗

て

犀
2
。。。。9

の
国
民
所
得
を
地

方

別

に
研
究

し
た

の
で
あ

っ
た
。
し。
胃
誹
。9

ゆ
Φ
二
旦

局
o
窮
尽
目

に
も
研
究
を
及
ぼ

し
た
が
、
其
中

15
黙

は

穿

。巨

p巳

ご

9

6
お
8
。。。ロ

こ
の
比
較

に
存

し

て
み
だ

の
で
あ

る
。

彼
は

殉
ゲ
虫
三
雲
匹

を
商

工
業
地

の
代
表

こ
し
、
○
㎝6
δ
扇
㎝窪

を
以

て
農

業
地

の
典
型

ε
し
、

而

し
て
国
民

所
得

の
分
配
状
態

が
両
者

の
問

に
非

常

に
相
違

せ

る
事
を

断
定

し
た
の

で
あ

っ
た

。
更

に

竃
。
。器

は

芝
露
鴨
臼

の
敷
.

字
を
用

ひ
て
此
等
両
地

方

の

国
費
卑
o

線

を
算
定

し

、
両

地
方

に
於

け

る
国
民
所

得

の
分
配
撒
態

に

一
層

明
確
な

の

る
説

明

を

加

へ
て

る

る

。

言

o
o
δ

の

研

究

に

よ

れ

ば

、

団
p
誘
け
o

線

の

五

は

天

九
二
年

天

九
六
年

一
九
〇
二
年

O
m8
話
目
零
目

一
・八
四
〇

】
・八
九
三

一
・入
四
二

即
言
言
言
コ
匹

】
・三
九
三

一
・三
八
三

丁
三
五
九

の
撒
字

を
示

し
た

の
で
あ

る
。

農
業
地

方

の

O
。・壱
「窪
。。。・窪

の
δ

は

商

工
業
地

方
の

肉
げ
①
岡三
雪
肌

の
夫

れ

よ
り

常

に
大
な

る
数
字
を
呈

し

て
み

る
。

余

の
研
究

は
、
対
象

を
我
が
国
民
所
得

に
探

り
、

就
中
仙
皇
地

方

ご
大
阪
地
方

こ

の
國
民
所
得

の
内
容

を
明

に

「

し
π
の

で
あ

る
。

一
は
農
業
所

得

が
其
主
要

部
分
を
占

め

H、母
9
。
線

の

『
は
大
、

他
は
商

工
業
所
得

の
代
表

ε

も
云

ふ

べ
き
法
人
所
得

に
共

特

色
を
示

し
而
し

て
蟹

は
小

で
あ
る
。
恰
も

ぞ
麗

『q
諾
「
の
数
字

言
。
自
。

の
研
究

ε

結
果

を

「
に
し
て
る
る
。
假

に
前
者

を
仙
出塁
型

ざ
名
仕

け

、後
者

を
大
阪

型

ε
呼
ば

ん
。
大

阪
型

ε
仙
嘉
型

ε
は
其

論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
(二
・完
)

第
十
四
巻

(第
五
號

九
五
)

入
四
九
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論

叢

我
が
国
民
所
得
の
地
方
別
研
究
〔二
・完
)

第
十
四
巻

〔第
五
號

九
六
)

八
五
〇

規
模

に
大
小

の
別

が
あ
る
事
は

云
ふ
迄
も
無

い
、
然

し
両
者

の
間

に
は
、
.國
民
所

得

の
量

の
問

題
以
外

に
、
更

に

質

の
問
題
の
存
す
な
事
を
忘
れ
て
は
な
畠

。
農
業
中
心

の
仙
夏
型
は
、
其
構
成

に
其
分
配
に
鍵
化
少
く
大
磯

に

於
て
固
定
の
状
態
に
あ
る
。

鈍
性

一目
窪
き
斗
騨
)
あ
り
ε
云
ふ

べ
き
で
あ
る
。
之
に
反
し
.
大
阪
型
は
鋭
敏
に

し
て
攣
化
の
甚
だ
し
き
も
の
が
あ
る
。

所
謂
敏
性

(も。
。
⇒
ψ量
年
間
)
を
備

へ
て
る
る
。
こ
れ
實

に
商
工
業
所
得
の

特
色
で
あ
る
。
世
界
職
事
を
中

一6
ε
し
て
考

ふ
る
も
、

一
方
は
徐

々
に

一
方
は
急
激

に
璽
化
し
π
。
唯
世
界
戦
争

に
よ
り
大
影
響
を
受
け
た
其
事
自
膿
に
.至
り
て
は
、
.両
者
に
共
通
の
現
象
で
め
る
。

余
の
用
ひ
し
材
料
は
專
ら
税
務
統
計
で
あ

っ
て
、
特
に
分
配
状
態
を
調

べ
た
の
は
其
叉

一
種
把
る
第
三
種
所
得

税
統
計

に
よ

っ
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
地
方
別
研
究
ε
云

っ
て
も
、
税
務
監
督
局
の
行
政
匪
劃
を
利
用
し
た
迄
で

あ
っ
て
、
其
以
上
に
は
進
ん
で
み
な
い
。
從

っ
て
原
材
料
及
び
研
究
方
法
共

に
決
し
て
完
全
な
も
の
ε
は
云
ひ
　侍

な
い
の
で
あ
る
。
然
し
我
が
國

の
現
款

に
於
て
は
、
先
づ
此
邊

の
所
で
満
足
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
我
が
国
民
所
得

に
關
し
従
来
抱
か
れ
て
み
た
漠
然
た
る
感
想
が
、
此
地
方
別
研
究
に
よ
b
多
少
な
り
ε
も
秩
序
立
て
ら
れ
明
確
な

る
知
識

ε
な
る
事
が
出
來
れ
ば
、
本
研
究
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
花
の
で
あ
る
。
(
=

-
四
、
「
O
)
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